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第４回開校準備部会においては、第３回開校準備部会（平成 29 年３月２日に開催）以降に行ったアンケート結果
を踏まえ、学校名案について審議しました。また、３月 22 日に実施された通学安全点検の結果をもとに、通学安全
について議論しました。  
 

 
 
 
 
 

１ 学校名案について 

  緑園西小学校・緑園東小学校の児童及びその保護者、教職員のみなさまを対象に実施した学校名アンケートの

結果は次のとおりです（実施期間：平成 29年３月７日～15日、応募総数：95票）。 

（注）網掛けは、義務教育学校とは異なる校種を含むもの。ただし、下線部であれば学校名として採用することは可能です。 
 

【複数応募のあった学校名案】 
票数 学校名案 

（読み方は同じで、表記が異なるもの） 
よみがな 主な理由 

8 緑園小中学校 
（りょくえん小中学校） 

りょくえんしょう 
ちゅうがっこう 

・小学校と中学校が一緒になっていることが分かりやすい。 
・緑園にできる学校だから。 

6 
緑園義務教育学校 

（りょくえんぎむきょういく学校） 
りょくえん 

ぎむきょういくがっこう 
・緑園にあることがすぐに分かる。「緑園」という字は残したい。 
・「緑園」がなじみのある言葉で、しっくりくる。 

5 
緑園 

（りょく園） りょくえん 
・緑園西小にも緑園東小にも「緑園」がついていて、こどもにも地域に
もなじみがある。 

5 緑園学園 りょくえんがくえん 
・緑園にふさわしい名前だと思う。 
・分かりやすい。 

3 
緑園東西小中学校 

（りょくえん東西小中学校） 
りょくえんとうざい 
しょうちゅうがっこう 

・緑園西小、緑園東小、中学校が一緒になるから。 

3 緑園中学校 りょくえん 
ちゅうがっこう 

・緑園地域の方に感謝できるように。親しまれた地名。 
・緑園のみんなが通う中学校だから。 

２ 緑園小中一貫校 りょくえんしょう 
ちゅういっかんこう 

・緑園にあって、小学校と中学校が一緒になるから。 

2 
緑園学院 

（りょくえんがくいん） りょくえんがくいん 
・緑園にできるから。 
・シンプルがよく、「緑園学園」だと「園」がかぶるから。 

2 緑園都市学園 りょくえんとしがくえん 
・緑園らしく、かっこいい。 
・駅から名前をとった。響きもいい。 

2 
緑園東西小中一貫校 

（緑園東西小中 1かんこう、 
緑園東西小中一かん校） 

りょくえんとうざいしょ
うちゅういっかんこう 

・緑園西小と緑園東小が一緒になるから。 

 
【その他の学校名案】 

票数 学校名案 

1 

アイビー学園、義務教育学校みどりの学園、さわやか小学校、しあわせがっこう、森林学校、スペシャルレインボー学校、なかよし緑

園ぎむ教育学校、花水木アイビー中学校、緑が丘義務教育学校、みどり学園、みどり学校、緑の園、緑の園義務教育学校、みんなそだ

つりょくえん小、みんなのみどり、ゆたかな緑園義務教育学校、横浜市義務教育緑学園、ぎむ教育学校緑園、緑園あおぞら学園、緑園

泉（学園）、緑園学校、緑園がんばる小中学校、緑園きぼう学園、りょく園きょうどう学校、緑園合同小中学校、緑園小学校、りょく

えん小中そうごう学校、りょくえん楽しいちゅう学校、緑園中央小中学校、緑園統合学舎、緑園統合学校、緑園東西、緑園東西学園、

緑園東西義務教育学校、緑園都市義務教育学校、緑園都市小中学校、りょくえんなかよし学校、緑園なかよし学校、緑園西東学園、り

ょくえん西東小中学校、緑園ハッピー学園、緑園はなみずき、緑園はなみずき学園、りょくえんはなみずき小学校、りょくえんひがし

がくえん、緑園檜、緑園フラワー学園、緑園みどり、緑園緑小中学校、緑園みらい学園、緑園未来学園、緑園未来小中学校、緑園未来

総合学校、りょくえんみんなのぎむきょういく学校、緑園ゆめ義務教育学校、りょくえんわくわくがくえん 
無効 緑園西小学校（１票。市内に既に学校名が存在する。）  

○学校名案についての主な発言や意見 （凡例 ☆：各委員からの発言  ⇒：事務局より説明等） 

 

 

～ 第 4回開校準備部会 ～ 
日時︓平成 29年 4月２7日（木）19時から 
会場︓緑園東小学校 図書室 

     
 

◆ 第４回開校準備部会での決定事項など ◆  
〇学校名案については、関係校の児童及びその保護者、教職員のみなさまに公募したアンケート結果を参考に審議し、学校名
案を「横浜市立緑園義務教育学校」、規則名案を「横浜市立義務教育学校 緑園学園」とすることに決定しました。 

〇通学安全の要望については、要望書をとりまとめ、全部会終了後に関係機関へ提出することになりました。 
 

⇒：規則名を付けることは必須ではないが、仮に規則名を制定した場合には、卒業証書、生徒手帳、連絡票（あゆみ）、校門など
に使用されることになる。 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○審議の結果 
【学校名案について】 
 
 
 
 
 
 
 
【規則名案について】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・事務局からの説明後、アンケートの公募結果を参考に無記名投票を行いました。 

【投票結果（投票総数：19票）】  
「緑園」：16票、「緑の園」：1票、「緑園学舎」：1票、「緑園学院」：1票 

緑園地区義務教育学校（仮称）の学校名案は、「横浜市立緑園義務教育学校」に決定しました。 

・規則名を付けるかどうかについて挙手による採決を行いました。 
【投票結果（投票総数：19票）】 賛成：14票 

緑園地区義務教育学校（仮称）の規則名案は、「横浜市立義務教育学校 緑園学園」に決定しました。 

・アンケートの公募結果を参考に無記名投票を行いました。 

【投票結果（投票総数：19票）】  
「緑園学園」：5票、「緑園」：3票、「緑園学院」：2票、「緑園学舎」：2票、「緑園学館」：2票、「緑園みらい学園」：2票 
「緑園未来学園」：1票、「緑園希望学園」：1票、「緑園都市学園」：1票 

・上位の「緑園学園」と「緑園」の２つの案で無記名投票を行いました。 

【投票結果（投票総数：19票）】  
「緑園学園」：10票、「緑園」：9票 

＜学校名案について＞ 

☆：アンケートの公募結果以外の候補があれば、委員のみなさまに意見をお出しいただきたい。 

☆：私が考えていたのは「緑園学舎」という名前で、理由は「緑園学園」というと『園』が重なるということと、『学院』とい 

  う言葉もあるが、予備校や高校を連想してしまう。『学舎』というと少し古い感じはするが、小中という感じがする。 

⇒：一般的な使い方となるが『学園』については、小中や中高といった複数の校種をまとめるのに使われていることが多い。『学

院』については、所謂ミッション系の学校に使われる傾向がある。『学舎』については、学校の建物を示す言葉だが、私立の

学校で実際に学舎とつけているところもあるので参考にしていただきたい。 

☆：私は、一番短い「緑園」が差し障りのない名前だと思う。 

☆：アンケートの公募結果を参考に、今回の部会で学校名案を決めることになっていたが、決め方について何か意見はあるか。 

☆：あまりこの議論を長引かせても意味がないような気がする。私は、最初は「緑園義務教育学校」というと違和感を覚えたが、

何回か聞いてみると違和感がないような気がして、シンプルに「緑園義務教育学校」でいいのではないかと思う。 

⇒：簡潔な決定方法としては、投票という方法がある。委員のみなさまに投票用紙を配付させていただき、部会長を除くみなさ

まからそれぞれ一票をいただいて、過半数のものを学校名案としたいという風に考えている。仮に一回目で過半数とならな

い場合には、上位２つの案で決選投票とさせていただきたい。 

＜規則名案について＞ 

☆：今現在、霧が丘義務教育学校と西金沢義務教育学校という２つの義務教育学校があるが、私立の学校で、小中学校が一緒に

なっている場合には、「（なんとか）学園小学校」とか、「（なんとか）学園中学校」というように呼ばれると思う。霧が丘義

務教育学校は、現時点で（規則名である）「霧が丘学園」だけで通じるのか。結局は、「霧が丘学園小学校」、「霧が丘学園中

学校」と呼ばれるのではないか。 

⇒：既存の学校として設立されている霧が丘義務教育学校、西金沢義務教育学校については、基本的に『学園』までで、どうし

てもつけたいときには、『初等部』・『小学部』とつける場合もなくはないが基本的に学校紹介の時には、「霧が丘学園」、「西

金沢学園」というかたちになる。 

☆：（規則名の決選投票について）「緑園（みらい・未来）学園」も候補に入れてほしい。 

⇒：事務局の考え方としては、ひらがなと漢字と異なる表記なので、名前としては別のものと考えているために票数が割れる。 

☆：「緑園」だけで、後ろに（『学園』など）何もつかない場合に何か問題が生ずるかどうかについて、事務局からお話がある。 

⇒：「緑園」だけの場合、大会等において「次の学校は、緑園です。」というようになってしまうという危惧が若干ある。 



２ 通学安全について 

  ３月 22日（水）にＰＴＡ・校外委員のみなさま、学校長、事務局を中心に緑園西小学校の通学区域から義務

教育学校予定地（緑園東小学校）まで３ルートに分かれて、それぞれで想定される通学路上の安全点検を実施し

ました。点検の結果については、下記のとおり６か所についての要望を「緑園地区義務教育学校開校に伴う通学

安全に関する要望書」としてまとめ、全部会終了後に開校準備部会から泉区長や泉警察署長に提出することにな

りました。 

（要望場所一覧） 

 要望場所 要望内容（要望理由） 

１ 
理容店（泉区池の谷）から緑園西小学校

に続く通りに接するＴ字路 

何らかの対策が必要（車両等の抜け道となっており、児童・

生徒と接触の危険があるため） 

２ 緑園４丁目交差点 

・青信号時間の延長（中田さちが丘線と交差する道路に設置

している歩行者用信号） 

・歩車分離 

３ 緑園東小学校の西側道路 
登校時間帯（7：30～8：30）の進入禁止 

（抜け道となっているため） 

４ 緑園東小学校正門付近の街路樹 伐採（見通しが悪いため） 

５ 緑園東小学校正門前の横断歩道 信号の設置 

６ 
緑園神明谷公園及び緑園西小学校の西

側の道路（通学路とする場合） 

・道路の拡幅（道が狭いため） 

・街灯の設置（道が暗いため） 

・ガードレールの設置 
 

（地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



◆第 5 回開校準備部会について 

 日  時：平成 29 年 6 月 13 日（火）19 時から 

 会  場：緑園東小学校 図書室 

 検討内容：意見書について 

◆傍聴について 

 定  員：５名（定員を超えた場合は、抽選となります。） 

 受  付： 18 時 30 分～18 時 50 分まで、傍聴者の受付を行います。傍聴を希望される方は、直接会場にお越しください。 

◆緑園地区義務教育学校開校準備部会の経過等について 

部会の会議案内や会議録、ニュースについては、ホームページからもご覧になれます。 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/gakku/kadaikibo/ryokuengimu.html 

※横浜市教育委員会ホームページのトップページ上「トピックス」からも、上記ＵＲＬのページに入ることができます。 

◆事務局（お問い合わせ先） 

 ご意見やご質問は、ＥメールまたはＦＡＸにてお願いいたします。 

 横浜市教育委員会事務局 学校計画課 

Ｅメール：ky-ryokuen@city.yokohama.jp 

Ｆ Ａ Ｘ：０４５－６５１－１４１７   Ｔ Ｅ Ｌ：０４５－６７１－３２５３ 

 
○通学安全についての主な発言や意見 （凡例 ☆：各委員からの発言  ⇒：事務局より説明等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 開校準備部会に寄せられた主な意見  

  ・現時点で通学区域外から緑園西小に通っている場合、そのまま義務教育学校の後期課程（中学校に相当）に進学できるという

ことではなく、住所で指定された学校（指定校）に通うことになるのか教えてほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

☆：Ｃルートは非常に距離が長いのとアップダウンが激しいということで、こどもにはしんどいのではないかという話があった。緑

園のグラウンド（遊水池）を突っ切り、線路沿いを歩くと、距離的にも短いし通学するにはいいのかなと思う。現に緑園西小の

こどもが通っているので、それほど心配はいらないのではないかと思う。 

☆：緑園西小が閉校になり、緑園街道というのかな、それに合流するために、新橋上自治会の階段寄りのこどもたちは緑園新明谷公

園の階段下に集まって来るということになる。あの道を拡幅するなどして整備すれば、こどもたちも安全に通れると思う。 

☆：私たち学校としては、一番配慮しなくてはならないのは一番遠くから通学するこどもたちの安全だと思う。委員のお話の場所（地

図上⑥）は、多くのこどもたちが通る道ではないと思うが、危険性のある場所ではないかと思う。34 年度に向けて、ここのと

ころは何かしらの対策をしっかりと考えていかないといけないと思う。義務教育学校ということで、中学生（後期課程）も合わ

せて通ってくるということ、中学生は通学路の指定がなく個々自由に歩いてくることを考えると、まだ時間があるので、細かく

これから先検討していくということはとても大事なことだと思う。 

☆：34 年度まで時間があるので、これで決定というわけではなく、検討の余地を残すということで、今日はお話をしていけばいい

のではないかと思う。また、委員の指摘の場所（地図上⑥）について、現状ではなかなか不安だと感じた。これについても、34

年度に向けて整備され、通学路として、防犯・交通安全の面で十分大丈夫だということになれば、引き続き検討してもらえれば

ありがたいと思う。 

☆：案を見る限り、ＡＢＣルートがこの部会で了解を得られているように捉えられる形になっていると思う。部会終了以降も詳しく

議論していくことについて間違いないか。 

⇒：特定の交差点に集中しないようにというコンセプトで選んだルートであって、現時点で点検したルートであるということでご了

解いただきたいと思う。また、それぞれの地域で個別に問題のある箇所があると思うので、それについては開校が近づいた段階

で、新しい学校と地域のみなさま、保護者のみなさまと色々と話していくうちに新たな改善すべきポイントが出てくると思うの

で、現時点での要望ということで、部会の要望としては、このような形でまとめさせていただきたい。 

☆：要望については、なんらかの会合でフィードバックがあるということなのか。 

⇒：要望書の提出先が泉区長と泉警察署ということで、一般的なスクールゾーン対策協議会と同じように回答がある。現時点での回

答が返ってくるので、その回答については、委員のみなさまにご報告させていただきたいと思っている。 

☆：名瀬は戸塚も絡んでいるので、戸塚のことも踏まえて検討していただきたい。 

⇒：名瀬の地区については、現時点で緑園東小、つまり義務教育学校となるべき場所に向かって通学路が設定されているため、現在

も毎年校外委員の方々が点検され、要望を行政にいただいているかと思うが、その活動を引き続きしていただき、改善させてい

ただくことになると思う。特に今回は大きな課題について、改めて区長と警察署に要望を出すような整理だということでご理解

いただければと思う。 

☆：それでは、この要望書案については、文書そのものはここに記載されている内容としたい。この要望書については、部会の全回

終了後に、当部会として泉区の区長などへ提出する。 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/gakku/kadaikibo/ryokuengimu.html

